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　広島県の世界遺産は、「厳島神社」と「原爆ドーム」です。ど
ちらも今更説明は不要かと思いますが、お知らせします。
　日本三景のひとつで、推古天皇御即位の 593 年に御社殿が創
建され、その後平清盛公が仁安 3(1168) 年に御社殿を寝殿造と
し、現在の規模に造営。朱色の鳥居と神殿は平安時代以降も各時
代の豪族や大名、武将などからも崇拝され続け、現在もなお堂々
とした存在感を放っています。
　島ですから通常、宮島口からフェリーで渡りますが、広島市内
からも船が出ています。最近は観光客も以前のように戻りつつあ
り、土日、３連休などは駐車場探しの車が多く混雑しています。
　島に渡るフェリーから見える鳥居は、昨年 12 月３年半かかっ
て修理を終えたばかりで、朱色は圧巻です。潮が引くとそばまで
寄れますので是非体験してください。

「安芸の宮島　厳島神社」 (全国大会観光案内)　
第2回常任・拡大理事会開催

第1回常設委員会開催

青年部　活動だより

広島青年印刷研究会50周年記念式典開催

「ビジネスに生かすMUD」の説明

第17回メディア・ユニバーサルコンペティション募集

福山支部だより

事務局だより　●組合の動き

印刷文化典開催まで1ヶ月！印刷文化典開催まで1ヶ月！
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　常任理事会が６月２９日 ( 木 ) １３時００分より印刷
会館に於いて、理事長、副理事長及び常任理事１１名
が出席し開催、その後１４時１０分より拡大理事会に
役員１２名が加わり２３名で開催された。
　初めに中本理事長から「雨が続き天気が変わりやす
く暑い日が続いています。先週、地区協があり滝澤会
長もラストイヤーになりますが、この任期中コロナで
自分の思うようにできなかったと思います。でも、全
印工連は止まってはいません。次から次へと仕掛けが
出ています。やっと、昨年の鳥取での地区協からリア
ル開催ができるようになりました。やはり、皆さんの
お顔を拝見してお話ができることはとても良いことだ
と痛感しております。また、先日青年部から現状を知っ
てもらいたいと相談がありました。どこの県も同じで
すが部員が少なくなり活動が思うようにできないと、
他県の理事長も同じく今後を心配されていました。こ
れを解決するにはまず若い人たちに入会していただく

ことです。そして、青年部の活動はこんなことをする
など PR することです。皆さんもご協力をよろしくお
願いします」と挨拶があり議題に入った。

【議　題】　
1． 令和５年度上期中国地区印刷協議会報告　　
2． 2023 全日本印刷文化典広島大会について
　　夢メッセ、文化典広島大会等について
　　文化典当日の役員配置等の準備について
3． ＤＴＰ検定のアンケートについて
4． その他
　・中央会からの「平成５年度中小企業労働事情実態
　　調査票」の協力について

「第２回常任理事会・第２回拡大理事会」開催

第１回　常設委員会合同開催　　各委員の仲間 26 名が集まり開催
　令和５年度上期中国地区印刷協議会 ( ６月 23 日松江市開催 ) を受け、本年度第１回目の各委員会が６月
29 日 ( 木 ) 午後４時 10 分から、広島印刷会館会議室において開催された。
　この委員会は、所属支部間を越えた組合員同志が、意見を交わし親睦を図り、交友を増やし信頼を増す
場であり、この厳しい経済情勢の中どのようにして乗り切るか、また、お互いの業態変革は如何にしてい
るかなど、相互啓発を目的としたもので、まさに組合の原点です。
　各委員会の内容等は、前号にて掲載した内容と同じなのでそちらを参考としてください。

経営革新マーケティング委員会

小田　児玉　丸林　 瀬尾　石井
　　　高山

　　　喜瀬　　　　　　　細川

田尾　　　前田　　 花田　　 瀬尾 ( 寿 )
当田　　　 　　青木　　　　 　 林　　

國保　　　 大倉
堀内　　　　　　中川　　　　　大田

宇都宮　　吉岡　　宮﨑 　　後藤　 　田頭　

組 織 共 済 委 員 会 教 育 研 修 委 員 会

環 境 労 務 委 員 会
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【広島県印刷工業組合　青年部　活動だより】

レタープレス株式会社　直前会長　増田達朗　記
大喜利印刷に参加して　前編

　全印工連が主催する「大喜利印刷」というイベントに
参加しました。大喜利印刷とは Twitter 上でつぶやか
れた誰かのお困りごとを印刷会社が廃材とアイデアを
使って解決するというユニークな企画です。
　前々期の全国青年印刷人協議会議長の青木さん（東京
ブロック）が立ち上げメンバーで、私は前期（2020 ～
2021 年度）の中国ブロック副議長を務めており、その
時に青木さんとは知り合いになりました。その縁もあっ
て、昨年の７月頃に青木さんから直接、参加しませんか？
と案内をいただいたのですが、通常業務の合間に活動す
る事に自信がなく、一度は私の判断でお断りしていまし
た。しかし、社内でそのイベントを話題にしてみるとア
イデア出しが好きなスタッフ、入社間もない若手スタッ
フ、またデザインに係わる複数名のスタッフからやって
みたいと手が挙がりました。
　また今回参加する決め手になった理由がもう１つあっ
たのですが、それはアイデア出し、試作品作りの過程で

「コネル」という様々な領域で活動するクリエイティブ

チームのサポートが受けられるという特典もありまし
た。思った以上に積極的な社員の姿勢に押され、それ
じゃあ参加してみるかという事になりました。
　2022年11月初旬、東京下北沢でキックオフミーティ
ングが行われ、具体的な活動に入りました。今回参加
した会社は弊社含め、３社で各社にコネルのスタッフ
が１名ずつアイデア出しを伴走してくれました。弊社
ははじめ７～８名のチームからスタートしましたが最
終的には後から興味を持った人が加わり 13 名になって
いました。
　レタープレス ( 株 ) の大喜利印刷はどうなっていくの
でしょうか。来月号に続きます！

　【広島青年印刷研究会 50 周年記念式典】
　６月 10 日 ( 土 ) 広島アンデルセンにて広島青年印刷
研究会 50 周年記念式典が開催され、広島県印刷工業組
合からは中本理事長、小下青年部会長が来賓として式典
に参列。式典では会長挨拶からはじまり、中本理事長
より祝辞、出席 OB 紹介、感謝状贈呈、青木氏より OB
代表挨拶がありました。
　最後には、青年印刷研究会メンバー一同が壇上に上が
り会長が代表して「創立より 50 年の活動を紡いでくだ
さった先輩方への感謝の気持ちと当会にかかわり支えて
くださった皆さまとのつながりを大切に、今後も活動を
続けていきます。メンバーと当会をこれからもどうぞよ
ろしくお願いいたします」と締めて式典は終了しました。
　その後の懇親会は、全国印刷緑友会の澤田会長より祝
辞があり小下青年部会長の乾杯により開宴しました。途
中、50 年を振り返る動画が流され OB の面々がその当

時を懐かしむ様子が伺え、他にもこの日のために全国
から集まった全国印刷緑友会メンバーが壇上に立ち一
言祝辞を述べたりと、広島青年印刷研究会の歴史とつ
ながりが感じられる会となっていました。最後に島田
直前会長よりお礼の言葉があり、盛会のうちに幕を閉
じることとなりました。

有限会社 加計印刷

おしい の～。安芸太田町！
お

〒731-3501 広島県山県郡安芸太田町加計3444-1

大倉啓司安芸太田町
勝手に観光大使

電話（0826）22ー0568
FAX（0826）22ー2325

E-mail :kakeinsatsu@blue.ocn.ne.jp
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　今期、地区協議会での全印工連からの発信は「ビジ
ネスに生かす MUD」をお伝えさせています。
　MUD は、メディアユニバーサルデザインで、全印
工連はもう 20 年間事業を行っています。これを「ビ
ジネスに生かす」ということで、儲かりそうな話をし
ますが、MUD は知っているけど、取り組んでいる方は、
少ないという現状です。ということは、今 MUD を積
極的にやっている会社は、ライバルが少ない。ライバ
ルが少なければ、そこで当然差別化ができ、価格につ
いても、その分の付加価値を上乗せできるということ
に繋がるのではないかと思います。その MUD をどう
やってお客様に価値を見つけていただくか、どうやっ
てお客さんにファンになっていただくか、ノウハウを
蓄えて、お客さんに提供すれば、おのずからそういう
チャンスが出てくる。会社の中でこの MUD をどのよ
うな武器にして戦えばいいかを、お話ししたいと思い
ます。
　全印工連は、当初 CUD、カラーユニバーサルデザ
インから始まり、視覚障害を持った方、あるいはご高
齢の方、そういう方々に配慮した形で始まりました。
その後、視覚障害の方だけでなく、情報弱者という視
点で捉えると、子供とか、外国人、あるいはすべての
人に配慮が必要ということで、それも色覚、色だけで
はない、文字、レイアウト、デザインも、カラーユニ
バーサルだけではなくて、メディアユニバーサルデザ
インということで、途中から MUD 事業になりました。
MUD のデザインコンペも 10 数年間、毎年行われてい
るというのは、皆さんご承知かと思います。
　情報伝達分野における合理的配慮は、必要・必須で
MUD の下に社会環境、法的要請、そして持続可能な
社会× SR 調達です。社会環境ということで言いますと、
高齢者や障害者雇用がどんどん今広がっています。ま
た法的要請という意味では、障害者差別解消法という
法律が施行されています。そして持続可能な社会とい
う意味では、SDGs であるか、CSR の取り組みの加速。
安いからではなく、社会にとって有用な取り組みを行
う企業からの調達。そういう意味でのソーシャルレス
ポンシビリティ調達といいますが、SR 調達等も、今広
がっています。こうしたことを背景に、MUD が求め
られているのだということです。
今日の話。
　 1．「お客様に伝える必要性の背景」
　２．「MUD をビジネスに活用するヒント」
　３．「MUD 協会の支援メニュー」
　まず、「お客様に伝える必要性の背景」は、本音は皆
さんがお客様のところへ行って、お話しする営業トー
クのネタですよということです。２番目、「活用するヒ

ント」というのは、実際にもう MUD に取り組んでお
られる全国の仲間の印刷会社が、こんなものを使って
製品を作りましたという事例。そして３番目の「協会
の支援メニュー」。MUD 協会というのは、全印工連が
この MUD を推進していくに当たって、検定制度とか
認証制度というものを行っております。それは全印工
連とは別組織で、NPO 法人を作りました。この MUD
協会が、印刷会社に対する支援メニューを持っていま
すので、皆さんが MUD を自社のビジネスに取り入れ
て行こうといった場合に、どういった勉強をすればい
いのか、といったところをサポートしています。
　まずはお客様に伝える必要性の背景、営業トークの
ネタですが、社会環境の変化、少子高齢化で、まだま
だ社会に出て会社で働いて活躍している。ただ、ご高
齢の方が会社の中で、これは我々印刷会社でなくて、
お客様の会社の中にも高齢の従業員の方が増えている。
そして情報を保証する取り組みは、どの会社でもマス
トになってきます。日々の仕事のやり取りの中で、情
報が伝わらない、あるいは用語が伝わらないようなこ
とに対して、その課題解決が必要であります。高齢者
の皆さんに伝わる工夫をしないと、そもそもその会社
が行うサービスがサービスではなくなってしまう。例
えば社内文書などでも MUD に対する配慮が今後ます
ます必要になってくるということです。
　そして、外国人労働者が多くなり、職場における多
様性とコミュニケーションも多言語が求められていま
すし、情報伝達のスタイルがそれぞれ違うということ
です。例えばコンビニエンスストアとかファミリーレ
ストランなどへ行くと、外国人労働者の方が沢山おら
れます。そのようなお客さんを持っている印刷会社は、
やはりそういうところにも配慮した印刷物の提案とい
うのが当然求められるということに繋がってくると思
います。また、この方々の家族も含めると、今 270 万
人の外国人の方が日本に在住している。当然、お子さ
んたちは地元の小学校に通います。情報を伝えるとい
うことは、今までも単一的なことではもう間に合わな
くなってきている、という状況です。これコロナが明
ければ、より一層この外国人労働者というのは今後増
えてくるということが予想されるわけです。
　そして、発達障害児の増加です。いわゆる発達特性、
あるいは発達障害を持った子供たちが、小中学校では
学級に入って 8.8% 存在している。つまり 11 人に１人
程度存在しているということが明らかになっています。
特に学習障害とか、注意欠陥、こういった子供たちが
増えているということです。彼らにしっかりと教育の
機会を確保することが重要になります。例えば学習塾
とか、学習教材等を扱っている教育関係の会社とか、
あるいは玩具・お菓子とか、様々なお得意様もいると

「中国地区印刷協議会において」

「ビジネスに生かす MUD」の説明
～社会が今、MUD を必要としている～

全日本印刷工業組合連合会会長　滝澤　光正
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思います。お客様にとっても、子供たちにお客さんの
伝えたい情報をしっかり伝えるというのはとても大切
なことであって、ここにも MUD が活躍するという場
面が当然あるということです。
　皆さん、海外、外国に行った時に、何の情報もなく、
公共交通機関に乗れますか。訪日観光客も増えている
というお話しましたけれども、そういった方々にも、
しっかりと必要最小限の情報については合理的配慮が
ないと、やはり様々不安を覚えるんではないでしょう
か。これらはデザインや発信物に関係してくる課題ば
かりと思います。この人口の半分以上が情報のバリア
フリーを潜在的に求めている。ここに我々のチャンス
があるということです。
　そしてもう１点。障害を持つ方の社会参加に向け、
障害者雇用の義務化の話です。これは、もう当然ご存
知かと思いまが、だんだんこの規制が厳しくなり、従
業員を 43.5 人以上雇用している事業主は、障害者を 1
人以上雇用しなければなりませんが、来年４月には障
害者の雇用率が、従来 2.3% だったものが 2.5% にな
ります。そして今までは 43.5 人以上の会社が対象に
なっていたものが、来年４月からは、40 人以上の会社
が対象になります。そして令和８年からは 37.5 人以
上の会社は、2.7% 以上の障害者を雇用しなさい。令和
10 年からは３% になるのではないか、と言われていま
す。
　従来にもまして労働基準局の対応も厳しくなり、企
業も積極的にこの数字を達成しなければならなくなっ
てきたということです。我々のお客様の会社の中でも
こういう方々が増えているということです。これ自治
体によっては、この障害者雇用の達成によって、官公
需の入札の加点にもなるというような制度を設けてい
るところもありますから、そういう流れは加速してい
くということです。

【持続可能な世界の目標　SDGs の取り組みの拡大】
　そして３つ目のファクター、SDGs です。昨今、も
う多くの企業が取り組んでおられ、2030 年の目標達
成に向けて、官民問わず、この SDGs への取り組みが
加速している中で、中間点にあたる 2025 年には、関
西大阪万博があり、世界的にも我が国の取り組みが、
注目を集めることになると思います。そんな中でこの
MUD メディアユニバーサルデザインの考え方は、こ
の SDGs と大変親和性が高いです。MUD に取り組む
ことによって、自動的に６項目 (3. 全ての人に健康と
福祉を　4. 質の高い教育をみんなに　5. ジェンダー
平等を実現しよう　10. 人や国の不平等をなくそう
11. 住み続けられるまちづくりを　12. つくる責任つ
かう責任 ) は達成できると言えるのではないでしょう
か。SDGs の肝は多様性ということです。多様性、つ
まり不平等もなくすということです。私たちのお客様
も SDGs に取り組んでいますし、ここにもビジネスチャ
ンスはあります。

【事例】
　和歌山県がある入札案件において、MUD の資格者
がデザインを行うことが、その条件になっています。

また、福島県や愛知県も各自治体が作る印刷物に、ど
のように情報を正しくわかりやすく伝えるかというこ
とで、県単位でこのガイドライン作っています。これ
らも実は、我々の仲間である印刷会社が、県と一緒に
なってこういうガイドラインを作りました。その和歌
山県がビジネスの現場で MUD を特に提案営業を実践
して受注に繋げるために、南海トラフ地震のリスクが
あるので、電柱に海抜を示す標識を、MUD に取り入
れた印刷会社が、測量系のコンサル会社と、特殊素材、
特殊プリントメーカーとコラボレーションして、県に
提案し採用されたものです。市内 3,000 か所に、この
看板が設置されましたが、印刷会社だけで考えると、
とてもできることが狭まってしまいますけれども、我々
はこういったものをデザインするスキル、ノウハウが
あります。それをこういうパートナーと組むことによっ
て、今まで限られていたビジネスの幅が、もっと広が
るのではありませんかということです。また、千葉県
の事例ですが、ハザードマップには多くの情報を織り
込もうとしがちですが、MUD に配慮し色や文字、形に
配慮し、どこへ避難すればいいか明確に伝わることが
できるということです。必要な情報だけをクローズアッ
プすることによって、お年寄りや、お子さんにも見え
やすく理解しやすい。こういうノウハウを蓄えるとい
うことも我々は長年の経験から十分対応できるのでは
ないかと思っています。
　そして、「学びを支える視点」ということで、「もっ
と学びやすい教科書へ」ということで、啓林館という
教科書出版会社が、MUD の考えのもとに作られまし
て、認証の取得をされました。４月から全国の学校で
新しい MUD に基づいた教科書が使われるということ
になります。文部科学省のこの教科書作成の仕様書に、
MUD がすでに明記をされています。ある大学の研究で
は、ユニバーサルフォントを使った教科書の方が、学
習効果が上がるということが実証されているというこ
とで、MUD のデザインが当たり前と考える人たちがど
んどん多くなってくるということです。

【勉強の仕方は？】
　勉強は、この MUD 協会が提供するツールやサービ
スを一つ話しますが、まずは全印工連が作ったメディ
アユニバーサルデザインの考え方のテキストです。理
念編・実例編・資料編になっています。いろいろお客
様にお話をするのに、やはりしっかりとした知識のバッ
クボーンがないと、すぐ見透かされてしまいますので、
まずはしっかりとこのテキストを使って学んでいただ
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きたい。このテキストをぜひ全印工連に申し込みいた
だければと思います。
　そして、理念編の後には、「MUD 協会の支援メニュー」
ですが、MUD 検定です。従来は教育検定の３級でした
が、最近は MUD アドバイザー検定になっております。
そして従来２級だったものが、今ディレクター検定と
言います。アドバイザー検定は、もうすでにこれまで
5,000 名を超える方々が受験をし、ディレクターも含
めると 7,000 名以上の方が受験頂いております。コロ
ナということも背景にありまして、2021 年からはウェ
ブ受験が可能になりましたので、ぜひこちらもご検討
いただきたいと思います。
　MUD 協会は、世の中の流れもありまして、最初は印
刷業界向けにこの検定を始めましたが、今やこのアド
バイザー検定が我々印刷会社はもとより、デザイナー
さんとか、官公庁や企業の方々、あるいはデザインを
学ぶ学生さん、こういった方々のほうが、より多くの
申し込みをいただいているという現状があります。皆
さんもこの考えを早くやっぱり取り入れていただかな
いと、お客さんの方が先に行ってしまうというような
状況にもなりかねませんので、ぜひ検定をお受けいた
だきたいと思います。うちは大して大きい会社ではあ
りませんが、製作社員だけでなく、営業の社員にも受
けさせて、少なくとも MUD の内容を、全社的に理解
しているというような状況ができているわけです。
　そして、Office10 に対応した、一般ユーザー向けセ
ミナー、「Office 文書のユニバーサルデザイン講座」を
行っています。一番最近の Windows Office10 ですと、
MUD フォントが初めからバンドにされています。です
から役所の方や企業の方が、どうやってその最初から
バンドにされているフォントを使って、見やすい社内
文書、あるいは役所の文書を作るかという視点でのセ
ミナーも行っていますので、こういうものがあるとい
うことを、ぜひ営業トークで使えると思います。ご参
考にしていただきたいと思います。
　このように MUD を申し上げてきました。キーワー
ドは「地道な繰り返し」ということで、理念は時間が
かかります。まず最良のプロセスは、皆さんの会社の
従業員、それぞれ社長さんも含めて、MUD の基本的な
スキル考え方を身に付ける。そしてしっかりと知識を
バックボーンにし、背景を語る引き出しを作る。日々

の営業トークの中で、こういう MUD の話を織り込ん
でもらうということです。そして製作物で MUD の配
慮を心がけてお客様に有効性を実感する。お客様に頼
まれてからじゃなくて、「いや、ちょっとこのように工
夫してみました」。そういうことでもお客様のご理解は
深まると思います。なかなかお腹いっぱいのところに
ステーキ出されても食べられません。ですから、「MUD
どうですか」と言って、すぐにそれに食いついてくる
お客さんは少ないですけども、日々こういうことでお
客様との繰り返しの中でMUDの話を続けていけば、「そ
ういえば、あの印刷会社こんなこと言ってたな」と引っ
かかってくることがあると思います。
　それには時間がかかります。時間がかかりますけれ
ども、地道に取り組んでいくことが必要ではないかと
思います。申したとおり、価格競争ではなくて、印刷
会社らしい、納期や金額の競争ではない印刷会社らし
く、ということで、自社のブランディングになる MUD
をぜひ活用いただきたい。お客さんに喜んでいただき
ファンを増やしていただく、そういうツールになるも
のです。
　「近江商人の三方良し」は、皆さんご存知だと思いま
すが、「売り手良し、買い手良し、そして世間良し」。
まさに MUD はこの三方良しと、全く一致する考え方
でありまして、言ってみれば、誰も文句のつけようの
ない取り組みだと思います。これからますます社会に
求められる取り組みだと思いますので、全印工連は従
来から展開している MUD、ぜひ多くの皆さんに、よ
り多く関心を持って取り組んでいただければ幸いです。
私から今日の話は以上とさせていただきます。どうも
ありがとうございました。
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９月は「印刷の月」、今年もメモ帳をお配りします！
コロナウイルス拡大に伴う人との接触を防ぎ、街頭アピールは止めます

　今年の「印刷の月」も組合員の皆さま等にメモ帳をお配りします。但し、使用方法は各支部にお任せします
ので、病院、福祉施設、その他の施設あるいは近隣、営業先など、「印刷の月」アピール活動として使用して
ください。
　印刷産業への認識を深めていただくとともに、地域に根ざした生活 ･ 文化に密着する情報伝達メディア、印
刷業界のアピールを行うのが目的なので、忘れずに一言添えてください。お願いします。

　全日本印刷工業組合連合会では「すべての人にやさしく、誰もが快適に利用できること」を目的としてデザ
インや文字など、より多くの人に伝わる情報を提供する「メディア・ユニバーサルデザイン (MUD) 活動」に
取組んでいます。この取り組みをより強固なものとするために、今年も「第 17 回メディア・ユニバーサルデ
ザインコンペティション」を開催し、高齢者・障がい者や子ども、外国人になどに対して見やすさ・伝わりや
すさに配慮したアイデアに富んだ作品を募集します。
　隣県では、以前から取り組んでおられ優秀な成績を収められています。当工組からも以前には表彰を受けら
れた会社もあり、このＭＵＤを世間に広げアピールするために、ぜひチャレンジされることを願っています。

「第17回　メディア・ユニバーサルコンペティション」募集
ＭＵＤ活動に参加・チャレンジしよう！（４ページからの「ビジネスに活かすМＵＤ」を参考に）

《　応　募　要　領　》

応募期間 ： 2023 年９月１日（金）～ 12 月７日 ( 木 )
　　　　　　　　　　　　　　　　( 当日消印有効 )
募集作品 ： 高齢者・障がい者や子ども、外国人など
　　　　　　に対して、見やすさ・伝わりやすさに配
　　　　　 慮したデザイン手法を用いて制作された
　　　　　 もの
　　　　　　( 例 )：カレンダー・地図・パンフレッ
　　　　　　　　　ト・サイン・パッケージ・チラシ・
　　　　　　　　　ポスター・その他など
応募対象作品 ： 2021 年７月以降に制作されたもの。
募集部門 ：①　グラフィックテクニック ( ＤＴＰ )
　　　　　　文字、組版、図表、イラスト、色使い
　　　　　　を工夫した作品
　　　　　②　商品企画
　　　　　　種別、分野は自由でМＵＤを活用した
　　　　　　オリジナル作品
　　　　　③　製本、加工技術
　　　　　　折、製本、形態など後加工で使いやす
　　　　　　さに工夫をした作品

応募資格：一般の部：プロ・アマは問わず、どなた
　　　　　　　　　　 でもＯＫ。
　　　　　学生の部：大学・短期大学・専門学校・
　　　　　　　　　　 高等学校に在籍している学　
　　　　　　　　　　 生・生徒。
出 品 料 ： 作品１点につき、一般 3,000 円、学生無
　　　　　 料、2023 年１２月７日までにお振込願
　　　　　 います。
お問合せ先：〒 104-0041 東京都中央区新富 1-16-8
　　　　　　日本印刷会館４Ｆ　
　　　　　　全日本印刷工業組合連合会　　　　　
　　　　　　　ＴＥＬ．03 － 3552 － 4571　　　
　　　　　　　ＦＡＸ．03 － 3552 － 7727 
応 募 先：〒 166-8539　東京都杉並区和田 1-29-11
　　　　　公益社団法人　日本印刷技術協会内
　　　　　「第 17 回メディア・ユニバーサルデザイン
　　　　　コンペティション」係
　　　　　　　ＴＥＬ．03 － 3384 － 3111　　
　　　　　　　ＦＡＸ．03 － 3384 － 3481
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　月

3日

10日

17日

19日

30日

印刷会館

東　京

東　京

札　幌

印刷会館

印刷会館

21日
〜
29日

夢メッセ三役会議

CSR推進委員会

経営革新マーケティング委員会

全青協正副議長会

広島大会、各部会打合わせ

常任理事会・支部長会・拡大理事会・
全国大会全印工連と打合せ・報道機関座談会

9
　
　月

環境労務委員会

常任役員会

広島大会、総務部会打合わせ

夢メッセ・支部長会

産業戦略デザイン室

1日

4日

5日

20日

27日

岩　手

web会議

印刷会館

印刷会館

東　京

◎ 組合のうごき

事務局だより

福山支部 ８月例会
　2023 年８月 23 日 ( 水 )、福山支部価値組委員会の
８月（第 235 回）例会を開催しました。もう恒例にな
りつつあります各社の取組み・事例発表、今回が 16 回
目になりました。毎月開催の例会で、他のテーマで開催
することもありますので、約２年、継続してる取組みで
す。16回目の今回は富士フイルムグラフィックソリュー
ションズ ( 株 ) の岡田さんの話を聴かせて頂きました。
　岡田さん、「フォークリフトの安全技術の取り組みに
ついて」というテーマで話してくださった。ちょっと意
外なテーマ。実は岡田さん、この業界に来られる前に

物流関係のお仕事
をされていたとの
こと。フォークリ
フトにもバリバリ
乗っていたし、管
理もされていた。
フォークリフトっ
て、主に２種類。

座って運転するタイプと、立って操作するタイプがあり
ますが、どちらかのタイプのフォークリフトが皆さんの
会社にもあると思います。
　毎日使うフォークリフト、自動車と同じく安全に運転

しないと事故につながる。10
年以上物流のお仕事をされて
いた岡田さんから、安全に操
作をする基本、起こしやすい
事故のパターン、それを防ぐ
ためのどうすればよいか。といったお話をとても分か
りやすく話してくださった。ヒヤリハット、ハインリッ
ヒの法則って自分の身近なところでも起きている。で
もそれに気が付いていないかもしれない。今一度原点
に返って、基本・基礎を大切にしないとなぁと感じさ
せられました。自社・社
員さんの安全と仕合せの
ために、気づかせてくれ
て、本当にありがとうご
ざいました。
　こうやってメンバーさんたちのお話を伺い、それぞ
れの得意分野を共有していくことが、地域のＤＸの繋
がりになっていくのではないかな、と考えています。
皆んなが集まれる場を創って、共有することで、刺激
やヒントをお互いに情報交換しながら、自社の仕事の
ヒントやモチベーションアップに。そして自社の強み
に気づくことに繋がればと思っています。今回もあり
がとうございました。

㈲ハラダ印刷　会長　原田　貞介様 ( 享年 84 歳 )
が令和 5 年 8 月 3 日　永眠されました。
謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃　　報

洋紙一般・ファンシーペーパー・板紙・封筒
アテナ製紙・イムラ封筒代理店


